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岸
田
首
相
は
１
月
30
日
の
施
政
方
針
演

説
で
「
あ
え
て
自
民
党
総
裁
と
し
て
申
し

上
げ
れ
ば
任
期
中
に
（
改
憲
）
を
実
現
し

た
い
」
と
明
言
し
ま
し
た
。
公
明
党
の
北

川
副
代
表
は
、
１
月
31
日
、
緊
急
事
態
条

項
に
つ
い
て「
議
論
が
熟
し
て
い
る
の
で
、

条
項
案
を
党
と
し
て
も
検
討
し
た
い
」
と

発
言
。

　

憲
法
審
査
会
は
２
月
16
日
現
在
、
開
催

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
支
持
率
低
下
の
維

新
な
ど
は
、
改
憲
で
成
果
を
あ
げ
よ
う
と

憲
法
審
査
会
開
催
を
煽
っ
て
い
ま
す
の
で

予
断
を
許
し
ま
せ
ん
。

　

立
憲
民
主
党
は
、
予
算
審
議
中
は
参
加

し
な
い
と
、
前
の
野
党
筆
頭
幹
事
が
発
言

し
、
ま
た
、
参
議
院
の
野
党
筆
頭
幹
事
辻

元
清
美
氏
は
、裏
金
議
員
の
山
谷
え
り
子
・

西
田
昌
司
両
自
民
党
参
議
院
議
員
が
審
査

会
「
幹
事
」
に
な
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い

と
し
て
、「
開
催
に
は
応
じ
な
い
」
と
発

言
し
て
い
ま
す
。

　

衆
議
院
憲
法
審
査
会
委
員
の
自
民
党
委

員
５
人
が
「
裏
金
議
員
」
で
、
参
議
院
憲

法
審
査
会
で
は
自
民
党
21
名
の
委
員
中
11

名
が
「
裏
金
議
員
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

裏
金
に
ま
み
れ
た
自
民
党
議
員
は
憲
法
審

査
会
に
出
る
資
格
が
な
い
の
は
当
然
と
言

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

な
ぜ
裏
金
議
員
が
生
ま
れ
た
の
か
。

１
９
８
８
年
の
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
、

１
９
９
２
年
の
金
丸
信
自
民
党
副
総
裁

の
佐
川
急
便
か
ら
の
ヤ
ミ
献
金
事
件
を

契
機
に
、「
政
治
改
革
」
が
大
き
く
叫
ば

れ
、
１
９
９
４
年
１
月
28
日
、
政
治
改
革

関
連
法
（
小
選
挙
区
制
、
企
業
・
団
体
献

金
の
制
限
、
政
党
助
成
法
な
ど
４
法
）
が

成
立
し
ま
し
た
。
政
党
交
付
金
制
度
を
設

け
る
代
わ
り
に
企
業
・
団
体
献
金
を
５
年

後
に
禁
止
す
る
こ
と
を
与
野
党
協
議
で
確

認
し
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
５
年
後
の

１
９
９
９
年
の
法
改
正
で
は
、
政
治
家
の

資
金
管
理
団
体
へ
の
献
金
を
禁
じ
た
だ
け

で
政
党
や
政
党
支
部
へ
の
献
金
と
政
治
資

金
パ
ー
テ
ィ
が
容
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

が
今
日
の
「
裏
金
」
事
件
へ
と
つ
な
が
っ

た
わ
け
で
す
。

　

自
民
党
は
毎
年
、
毎
年
、
政
党
助
成
金

を
全
体
の
約
半
分
１
６
０
億
円
を
も
ら
っ

て
い
る
う
え
に
、
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
を

年
何
回
も
開
き
、
パ
ー
テ
ィ
券
を
大
企
業

な
ど
に
大
量
に
買
っ
て
も
ら
い
、
莫
大
な

政
治
資
金
を
手
に
入
れ
て
い
ま
す
。
２
月

14
日
の
国
会
質
疑
で
も
明
ら
か
に
な
っ
た

よ
う
に
、
こ
の
裏
金
が
選
挙
時
に
大
量
に

使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
４
月
の
江
東

区
長
選
で
柿
沢
未
途
前
法
務
副
大
臣
が

２
６
０
万
円
を
選
挙
買
収
に
使
い
、
逮

捕
・
起
訴
さ
れ
て
い
ま
す
。
広
島
の
河
井

克
行
元
法
務
大
臣
も
１
憶
２
千
万
円
以
上

を
使
っ
て
選
挙
買
収
を
行
い
、
有
罪
判
決

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
莫
大
な
政
治
資
金
を
手
に

し
て
い
る
自
民
党
は
、
庶
民
の
生
活
実
感

な
ど
わ
か
る
は
ず
は
な
い
で
し
ょ
う
。『
選

挙
権
の
な
い
企
業
・
団
体
か
ら
の
献
金
の

禁
止
』
と
、『「
裏
金
」
議
員
は
憲
法
審
査

会
に
出
る
資
格
は
な
い
』
の
声
を
大
き
く

あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。（
松
元　

忠
篤
）

「
裏
金
」
議
員
が

憲
法
審
査
会
委
員
に

憲法審査会
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安
倍
元
首
相
は
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣

言
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
か
」
と

聞
か
れ
て
「
つ
ま
び
ら
か
に
読
ん

だ
こ
と
は
な
い
」
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。「
つ
ま
び
ら
か
」
と
い
う
の

は「
く
わ
し
く
」と
い
う
意
味
。
ち
ゃ

ん
と
読
ん
で
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
は
ど
う
か
。
ち
ゃ
ん
と

読
ん
だ
人
は
少
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
そ
こ
で
改
め
て
読
ん
で
み
ま

し
た
。

　
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
中
国
お
よ

び
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
首
脳
に
よ
っ

て
承
認
を
受
け
た
日
本
国
の
降
伏

を
要
求
す
る
宣
言
」（
１
９
４
５
年

７
月
２
６
日
）　
（
抜
粋
）

一
、
わ
れ
わ
れ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
大
統
領
、
中
華
民
国
総
統
な
ら

び
に
英
国
首
相
は
、
数
億
人
の

国
民
を
代
表
し
て
協
議
し
、
日
本

の
戦
争
を
終
結
す
る
機
会
を
与
え

る
こ
と
に
同
意
し
た
。（
中
略
）

三
、
奮
起
し
た
世
界
の
自
由
な
諸

国
民
の
力
に
対
す
る
ド
イ
ツ
の
無

益
で
無
意
味
な
抵
抗
の
結
果
は
、

日
本
国
民
に
あ
ま
り
に
も
明
ら
か

な
一
つ
の
先
例
と
し
て
際
立
っ
て

い
る
。
今
や
日
本
に
対
し
て
集
中

し
て
い
る
力
は
、
抵
抗
す
る
ナ
チ

ス
に
活
用
さ
れ
て
全
ド
イ
ツ
国
民

の
領
土
、
産
業
、
そ
れ
に
生
活
用

様
式
を
必
然
的
に
荒
廃
さ
せ
た
場

合
よ
り
強
大
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

の
決
意
の
下
に
全
面
的
に
軍
事
力

を
行
使
す
れ
ば
、
日
本
の
軍
事
力

は
壊
滅
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
避
け

ら
れ
ず
、
同
様
に
日
本
本
土
は
完

膚
な
き
ま
で
に
廃
墟
に
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
も
避
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

（
中
略
）

五
、
わ
れ
わ
れ
の
条
件
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。（
中
略
）

六
、
日
本
国
民
を
世
界
征
服
に
着
手

す
る
よ
う
欺
き
、
誤
り
導
い
た
人
々

の
権
力
と
影
響
力
は
永
久
に
排
除

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
中
略
）

八
、
日
本
の
主
権
は
、
本
州
、
北

海
道
、
九
州
、
四
国
お
よ
び
我
々

が
定
め
た
島
嶼
に
限
定
さ
れ
る
。

十
、
戦
争
犯
罪
人
は
厳
格
に
処
罰

さ
れ
る
。
日
本
政
府
は
、
日
本
国

民
の
う
ち
に
見
ら
れ
る
民
主
的
傾

向
の
復
活
と
強
化
に
対
す
る
障
碍

を
一
切
除
去
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
言

論
、宗
教
、お
よ
び
思
想
の
自
由
が
、

基
本
的
人
権
の
尊
重
と
と
も
に
確

立
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。（
中
略
）

　

当
時
の
鈴
木
貫
太
郎
内
閣
は
「
本

土
決
戦
も
辞
さ
ず
」
の
立
場
で
ポ

ツ
ダ
ム
宣
言
を
黙
殺
。
８
月
６
日

広
島
、
９
日
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
、

８
日
に
は
ソ
連
参
戦
を
受
け
、
日

本
政
府
は
「
天
皇
の
大
権
維
持
」

を
唯
一
の
条
件
に
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言

を
受
諾
し
た
。

　

そ
の
２
年
前
、
米
英
中
首
脳
の

カ
イ
ロ
宣
言
が
出
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
部
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

カ
イ
ロ
宣
言

（
１
９
４
３
年
11
月
27
日
）

　

各
軍
事
使
節
団
は
日
本
に
対
す

る
今
後
の
軍
事
作
戦
に
つ
い
て
合

意
に
達
し
た
。（
中
略
）

　

三
大
連
合
国
は
自
国
の
た
め
い

か
な
る
利
益
も
求
め
ず
、
い
か
な
る

領
土
的
拡
大
の
考
え
も
持
た
な
い
。

三
大
連
合
国
の
目
的
は
、
一
九
一
四

年
の
第
一
次
世
界
大
戦
の
開
始
以

来
、
日
本
が
奪
取
な
い
し
占
領
し

た
太
平
洋
に
お
け
る
す
べ
て
の
島

嶼
を
日
本
よ
り
は
く
奪
す
る
こ
と
、

な
ら
び
に
日
本
が
中
国
か
ら
奪
取

し
た
満
州
、
台
湾
、
澎
湖
島
な
ど

す
べ
て
の
地
域
を
中
華
民
国
に
返

還
す
る
こ
と
で
あ
る
。（
中
略
）

　

三
大
連
合
国
は
、
朝
鮮
人
民
の

隷
属
状
態
を
考
慮
し
、
適
切
な
方

憲
法
を
考
え
る
①

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
読
ん
で
み
る
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法
に
よ
り
朝
鮮
に
自
由
と
独
立
が

も
た
ら
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
決

意
す
る
。（
後
略
）

　

カ
イ
ロ
宣
言
で
連
合
国
の
戦
争

の
目
的
は
日
本
の
外
国
か
ら
の
撤

退
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
ポ
ツ
ダ

ム
宣
言
で
は
敗
北
後
の
日
本
の
領

土
は
こ
れ
こ
れ
だ
と
言
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
日
本
が
軍
国
主
義
に
走
っ

た
原
因
は
民
主
主
義
の
圧
殺
だ
っ

た
と
見
て
、
民
主
主
義
の
復
活
を

求
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
安
倍
さ
ん
た
ち
は
認
め

ず
、「
戦
争
は
ア
メ
リ
カ
な
ど
が
経

済
封
鎖
を
し
た
か
ら
だ
」「
植
民
地

は
他
の
国
も
や
っ
て
い
た
」
な
ど

と
主
張
し
ま
し
た
。　

　

ま
た
平
和
主
義
（
軍
国
主
義
の

否
定
）、
民
主
主
義
、
国
民
の
人
権

な
ど
が
日
本
国
憲
法
に
制
度
化
さ

れ
た
の
も
気
に
入
ら
な
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
。

（
資
料
は
岩
波
世
界
史
史
料
第
10
巻

よ
り
引
用
）　　

事
務
局　

鈴
木　

　

昨
年
10
月
７
日
の
ハ
マ
ス
の
奇

襲
攻
撃
か
ら
始
ま
っ
た
戦
闘
は
、

４
カ
月
以
上
経
っ
た
現
在
、
イ
ス

ラ
エ
ル
の
無
差
別
攻
撃
で
ガ
ザ
地

区
全
域
が
北
か
ら
南
へ
ロ
ー
ラ
ー

作
戦
の
如
く
破
壊
し
尽
く
さ
れ
、

パ
レ
ス
チ
ナ
人
は
行
き
場
を
失
い
、

今
や
死
者
は
３
万
人
近
い
と
い
う

地
獄
の
あ
り
さ
ま
で
あ
る
。
イ
ス

ラ
エ
ル
建
国
か
ら
75
年
、
故
郷
を
奪

わ
れ
た
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
３
世
代

４
世
代
に
わ
た
る
苦
悩
の
末
が
パ

レ
ス
チ
ナ
人
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
と

は
あ
ま
り
に
非
条
理
で
は
な
い
か
。

今
、
絶
望
の
中
に
あ
る
ガ
ザ
の
人

び
と
に
希
望
は
あ
る
の
か
。
ふ
と
、

二
十
数
年
前
に
見
た
イ
タ
リ
ア
映

画
「
ラ
イ
フ　

イ
ズ　

ビ
ュ
ー
テ
ィ

フ
ル
」
が
頭
を
よ
ぎ
っ
た
。
強
制

収
容
所
に
入
れ
ら
れ
た
父
と
息
子
、

父
は
息
子
に
強
制
収
容
所
の
残
酷

な
出
来
事
を
必
死
の
話
術
で
愉
快

な
ゲ
ー
ム
の
よ
う
に
話
し
て
き
か

せ
る
。
お
か
げ
で
息
子
は
過
酷
な

日
々
を
生
き
の
び
解
放
の
日
を
迎

え
る
、
絶
望
の
中
で
も
希
望
を
あ

き
ら
め
な
い
と
い
う
話
だ
っ
た
。

　

希
望
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
「
即
停
戦
」
し
か
な
い
。
日

増
し
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
国
際

社
会
の
「
即
停
戦
」
の
声
。
そ
の

実
現
に
日
本
の
私
た
ち
こ
そ
大
き

く
貢
献
で
き
る
と
思
う
。
日
本
は

イ
ス
ラ
エ
ル
と
も
中
東
諸
国
と
も

こ
れ
ま
で
し
が
ら
み
も
な
く
友
好

的
な
関
係
を
保
っ
て
き
た
。
さ
ら

に
、
私
た
ち
に
は
「
我
ら
は
、
全

世
界
の
国
民
が
、
ひ
と
し
く
恐
怖

と
欠
乏
か
ら
免
か
れ
、
平
和
の
う

ち
に
生
存
す
る
権
利
を
有
す
る
こ

と
を
確
認
」
し
、「
戦
争
を
放
棄
」

す
る
と
い
う
日
本
国
憲
法
が
あ
る
。

こ
の
憲
法
を
高
く
掲
げ
て
「
即
停

戦
を
！
」
と
世
界
中
に
訴
え
て
い

こ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ま

で
あ
ま
り
に
も
長
い
間
イ
ス
ラ
エ

ル
の
不
法
占
領
を
見
逃
し
て
き
て

し
ま
っ
た
。
も
っ
と
早
く
か
ら
「
二

国
家
共
存
」
へ
の
道
に
尽
力
す
べ

き
だ
っ
た
と
悔
や
ま
れ
て
な
ら
な

い
。

　

去
る
１
月
27
日
は
ア
ウ
シ
ュ

ビ
ッ
ツ
強
制
収
容
所
が
解
放
さ
れ

た
日
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
犠
牲
者
を

想
起
す
る
国
際
デ
ー
だ
っ
た
。
今

年
も
ド
イ
ツ
各
地
で
「
二
度
と
繰

り
返
さ
な
い
」
と
犠
牲
者
を
追
悼

す
る
行
事
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
追

悼
の
誓
い
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
人
び

と
の
ト
ラ
ウ
マ
を
溶
か
し
て
く
れ

る
こ
と
を
、
そ
し
て
一
日
も
早
く

戰
爭
が
終
結
し
「
人
生
は
美
し
い
」

と
共
に
手
を
つ
な
ぐ
日
が
来
る
こ

と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。　
　
　

（
２
０
２
４
・
２
・
14　

塚
田
惠
子
）

『
ラ
イ
フ
イ
ズ
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
』

イ
ス
ラ
エ
ル
、
ハ
マ
ス
は
即
時
停
戦
を
！
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市
内
11
か
所
ス
タ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
１
４
５
人

　

２
月
10
日
、
東
久
留
米
「
戦
争
は
イ
ヤ
！

声
を
あ
げ
よ
う
実
行
委
員
会
」
は
、
午
前
11

時
か
ら
正
午
ま
で
、
市
内
11
ヵ
所
で
一
斉
に

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
宣
伝
、
１
４
５
人
が
参
加

し
ま
し
た
。「
裏
金
議
員
が
憲
法
審
の
委
員

汚
れ
た
手
で
憲
法
を
変
え
る
な
！
」
と
「
能

登
半
島
地
震
の
被
災
者
支
援
強
化
を
！
お
か

し
い
よ
軍
備
増
強
、
大
阪
万
博
経
費
増
」
の

２
枚
の
プ
ラ
ス
タ
ー
を
11
か
所
の
宣
伝
場
所

に
配
布
。
こ
れ
ま
で
使
っ
て
い
た
「
軍
拡

は
戦
争
へ
の
道
税
金
は
国
民
生
活
に
」
の

横
断
幕
も
か
か
げ
て
訴
え
ま
し
た
。
能
登

半
島
被
災
者
支
援
募
金
も
行
い
、
合
計
で

２
９
１
９
２
円
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

《
平
和
を
考
え
る
本
》

『
献
灯
使
』

多
和
田
葉
子
・
著
／
講
談
社
文
庫
６
５
０
円

　

舞
台
は
、
大
厄
災
を
経
た
近
未
来

の
日
本
。
５
編
か
ら
成
る
短
編
集
の

１
編
「
献
灯
使
」
で
は
、
危
険
物
質

に
汚
染
さ
れ
た
日
本
は
今
や
鎖
国
状

態
。
外
来
語
も
自
動
車
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
も
な
く
、
仮
設
住
宅
に
住
ん

で
、
安
全
な
食
糧
の
調
達
も
む
ず
か

し
い
日
々
。

　

老
人
が
１
０
０
歳
を
超
え
て
も
健

康
な
一
方
、
子
ど
も
た
ち
は
虚
弱
に

生
ま
れ
、
も
の
を
飲
み
こ
む
力
も

な
け
れ
ば
二
足
歩
行
も
ま
ま
な
ら
な

い
。

　

そ
ん
な
子
ど
も
の
ひ
と
り
が
、「
献

灯
使
」
と
し
て
海
の
向
こ
う
へ
旅
立

つ
こ
と
に
な
っ
た
。
献
灯
使
と
は
？

海
の
向
こ
う
と
は
？　

そ
し
て
、
危

険
物
質
と
は
？
―
説
明
は
な
い
。

　

２
０
１
８
年
、
英
訳
版
〝The 

Em
issary

〞
で
全
米
図
書
賞
〈
翻

訳
文
学
部
門
〉
を
受
賞
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
田
桂
子
）

　

今
年
は
４
年
に
一
度
の
中
学

校
教
科
書
の
採
択
の
年
で
す
。

４
年
前
の
採
択
で
は
、
侵
略
戦

争
を
賛
美
し
、「
憲
法
改
正
」

を
推
奨
す
る
育
鵬
社
な
ど
の
採

択
を
激
減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。「
つ
く
る
会
」
系
の

教
科
書
が
登
場
し
た
２
０
０
１

年
度
の
文
部
科
学
省
通
知
に

よ
っ
て
、
教
科
書
採
択
の
方
式

は
改
悪
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

の
23
年
間
、
東
久
留
米
で
は
、

ね
ば
り
強
い
運
動
を
積
み
上
げ

て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
と
教
育

連
絡
会
の
呼
び
か
け
の
も
と
、

教
科
書
問
題
の
学
習
会
、
採
択

方
式
の
改
善
を
求
め
る
請
願
、

教
科
書
展
示
会
で
の
市
民
意
見

提
出
、
教
育
委
員
会
の
傍
聴
呼

び
か
け
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

２
０
２
３
年
に
行
わ
れ
た
小

学
校
教
科
書
採
択
で
は
、
新
教

科
書
の
記
述
に
大
き
な
後
退
が

み
ら
れ
ま
し
た
。「
政
府
の
見

解
通
り
書
け
」
と
い
う
検
定
基

準
改
悪
を
受
け
、
子
ど
も
の
歴

史
認
識
を
育
て
る
う
え
で
、
重

大
な
問
題
も
あ
り
ま
し
た
。
領

土
問
題
な
ど
は
政
府
見
解
そ
の

ま
ま
で
、
分
量
も
増
え
ま
し
た
。

「
安
保
３
文
書
」
と
軍
事
拡
大
、

憲
法
改
悪
の
動
き
の
中
で
、
中

学
校
の
新
教
科
書
へ
の
影
響
が

危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。「
子
ど

も
た
ち
に
よ
り
よ
い
教
科
書
」

を
手
渡
す
た
め
に
、
教
科
書
採

択
へ
の
民
主
化
を
前
進
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

中
学
校
教
科
書
採
択
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

清
子

「
東
久
留
米
子
ど
も
と
教
育
連
絡
会
の
つ
ど
い
」

糀
谷
陽
子
さ
ん
の
講
演

『
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
輝
く
姿
を
願
っ
て
』

３
・
16

14
時
〜　
　

中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
３
・
４
会
議
室


